予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：障害者福祉費　　　
	事業名　障がい者アートバンク運営費補助金（単補）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部　障害福祉課　社会参加推進係　電話番号：058-272-1111（内2614）

　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11226@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　3,542千円（前年度予算額：3,542千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	3,542
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,542

	要求額
	3,542
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,542

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・障がい者が創作した絵画等の作品を社会的に活用してもらうことにより障がい者の社会参加と自立を支援する「障がい者アートバンク」運営のための人件費、運営事務費に対する補助を実施。
（２）事業内容

＜名　　称＞ふれあいアートステーション・ぎふ
＜実施主体＞（一財）岐阜県身体障害者福祉協会　
＜事業内容＞

○作品募集・審査・登録、貸出、利用ＰＲ
・障がい者から応募された絵画等の作品を審査会で審査のうえ一定水準以上の作品をポジフィルムに保存・登録。官公庁や団体、企業等に印刷物での利用を呼びかけ、ポジフィルム及び原画を有料で貸し出す。なお、貸出利用料６割を作品制作者報酬として還元。
○運営協議会の開催
・事業展開の方法の協議、事業報告等
○作品応募及び表彰
・１年間に応募された作品のなかで、優れた作品を展示・表彰し、既応募者の創作意欲昂進と新人の発掘を図る。
・応募期間　１年間（１月～１２月）
・展示会場・期間（予定）　県民ふれあい会館　３月中旬の７日間
・表彰日時　展示期間の最終日
・表彰作品の選考　ふれあいアートステーション・ぎふの審査員(7名)
・表彰内容　知事賞１点、大賞１点、新人賞１点、努力賞１点、優秀賞１点、
　　審査員特別賞１点
○その他
・レベルアップ講習会の開催
・ネットワーク紙の発行、カレンダーの作成販売
・インターネット・ホームページの追加・更新
（３）県負担・補助率の考え方

　　・県負担10/10
（４）類似事業の有無
　　・無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	3,542
	障がい者アートバンクの運営に必要な経費を補助

	合計
	3,542
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　　　第２期岐阜県障がい者支援プラン

【障がい者アートバンクの取組】
・平成７年度：事業開始  補助先：(一財)岐阜県身体障害者福祉協会

・平成16年度：社会参加推進センター設置費補助金（国補）により事業実施
・平成19年度：社会参加推進センター設置事業を委託業務とし、アートバンク設置費補助金を補助事業とする再編を行う。

  応募・貸出作品実績
	
	H8
	H9
	H10
	H11
	H12
	H13
	H14
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24

	応募作品数
	84
	59
	57
	57
	76
	71
	56
	78
	73
	50
	60
	49
	 55
	 39
	42
	42 
	37 

	登録作品数
	46
	46
	28
	36
	66
	59
	46
	57
	64
	46
	52
	45
	 47
	 32
	39
	38 
	33 


	貸
件
	ポジ
	34
	38
	46
	53
	26
	40
	31
	29
	17
	17
	12
	 15
	 10
	 10
	16
	8 
	8 

	
	原画
	25
	24
	26
	26
	27
	32
	52
	69
	64
	60
	40
	  9
	 12
	 12
	17
	17 
	12 


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　障がい者の芸術活動をとおした生きがいづくりと社会参加の推進のために、岐阜県身体障害者福祉協会による、アートバンク設置事業を継続して実施していく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	本事業は、運営補助金であり、目標とする指標は設定できない。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

作品募集（年度応募作品数37点）

審査会、登録（年度登録数33点）

官公庁、企業への営業活動（利用件数12件）

ポジフィルム貸し出し（県、岐阜市、多治見市等）

運営協議会（学識経験者、関係団体等）

アートギャラリー（出展数29点）

研修会（参加者30人）

ふれあいアートステーションぎふ（平成25年3月2日開催）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　作品募集や登録、貸し出し事業や運営協議会の開催等、アートバンクの運営により、障がい者の社会参加が促進された。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)


	県内の障がい者の作品展示のみならず、活用するための貴重な機会となっており、事業を継続して支援する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	　本事業実施以降、作品が行政や団体で継続的に活用され、障がい者の作品を活用する機会として定着しており、事業効果が現れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	　「ふれあい福祉フェア」における登録作品の展示等、身体障害者福祉協会が実施する他事業において、ふれあいアートステーション・ぎふの周知・PRに取り組んでいる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
インターネットホームページを利用し広報を図っているところではあるが、事業の周知のために利用者へのPR等、有効な手立てを重ねていくことが必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

作品募集や登録、貸し出し事業や運営協議会の開催等、アートバンクの運営によって障がい者作品の活用を継続的に実施するとともに、作品の利用先の確保を図る。


